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清清水水公公園園

神神戸戸市市境境かからら清清水水町町をを望望むむ

第第
２２
回回
定定
例例
会会
のの
ああ
らら
まま
しし

市
の
新
年
度
予
算

は
三
歳
未
満
を
対
象

に
し
て
い
た
入
院
医

療
費
無
料
化
を
中
学

三
年
生
ま
で
拡
充
す

る
こ
と
や
幼
稚
園
の

預
か
り
保
育
の
実
施
、

全
市
立
幼
稚
園
へ
の

冷
暖
房
の
設
置
な
ど

医
療
、
福
祉
、
教
育

に
重
点
を
置
い
た
予
算
と
な
っ
て

お
り
会
派
と
し
て
評
価
す
る
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
当
初
予
算
で
生

活
保
護
費
が
昨
年
度
と
比
べ
十
一

・
六
％
と
急
増
し
て
お
り
、
今
後

も
こ
の
傾
向
が
続
く
も
の
と
思
わ

れ
る
。
本
市
は
阪
神
間
で
は
生
活

保
護
率
は
一
番
低
い
が
、
高
齢
化

が
進
み
伸
び
率
は
他
市
よ
り
も
高

く
、
今
後
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の

増
員
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て

は
東
日
本
大
震
災
の

新
た
な
教
訓
か
ら
、

防
災
の
視
点
と
し
て
、

今
後
と
も
配
慮
あ
る

予
算
措
置
を
望
む
。

財
政
的
に
は
今
年
度

末
の
予
測
基
金
は
百

五
十
億
円
、
負
債
も

六
百
三
十
八
億
円
ま
で
減
少
す
る

見
込
み
だ
が
、
平
成
三
十
二
年
度

末
の
基
金
残
高
は
三
十
五
億
円
弱

と
大
き
く
減
額
の
予
測
。
東
日
本

大
震
災
が
予
測
で
き
な
か
っ
た
よ

う
に
、
東
南
海
や
南
海
地
震
も
予

測
だ
に
し
な
い
大
地
震
と
し
て
襲

う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
お

り
に
は
、
や
は
り
基
金
が
必
要
。

今
後
も
何
に
重
点
を
置
く
か
配

慮
あ
る
行
財
政
執
行
を
求
め
る
。

施
政
方
針
で
は
、

医
療
、
福
祉
、
教
育

な
ど
の
予
算
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
分
さ
れ

て
い
る
。
公
明
党
が

要
望
し
て
き
た
幼
稚

園
の
預
か
り
保
育
の

実
施
や
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接

種
な
ど
の
様
々
な
施

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

評
価
す
る
。
今
後
は
、
市
立
芦
屋

高
校
跡
地
や
高
浜
分
譲
地
の
売
却

を
着
実
に
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

ま
た
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
東

日
本
を
襲
っ
た
津
波
を
教
訓
に
、

今
一
度
防
災
計
画
の
見
直
し
が
必

要
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
常
に

コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
事
業
の
検

証
と
優
先
度
を
計
り
な
が
ら
行
政

運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〇
九
年
度
国
保
被

保
険
者
の
所
得
は
十

五
％
減
、
生
活
保
護

世
帯
は
〇
八
年
四
月

か
ら
二
〇
％
近
く
増

え
て
い
る
。
急
激
な

変
化
が
市
民
の
間
で

お
き
、
暮
ら
し
が
大

変
な
世
帯
が
増
え
て

い
る
。
し
か
し
施
政

方
針
に
は
、
市
民
の
実
態
は
さ
っ

ぱ
り
見
え
な
い
。
市
民
の
暮
ら
し

と
一
番
近
い
自
治
体
は
、
市
民
の

暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
て

福
祉
の

増
進

を
図
る
こ
と
が
仕
事
で
あ

る
。
閉
塞
感
漂
う
社
会
の
中
で
は
、

保
育
所
や
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
で

待
機
を
な
く
し
、
国
保
料
引
き
下

げ
、
介
護
利
用
料
軽
減
な
ど
福
祉

と
暮
ら
し
を
最
優
先
に
す
る
市
政

が
求
め
ら
れ
る
。

今
定
例
会
で
同
意
し
た
人
事
案

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
（
任
期
・
三
年
）

難
波

里
美
（
な
ん
ば

さ
と

み
）
大
阪
市
東
住
吉
区
在
住
。

■
教
育
委
員
会
委
員
（
任
期
・
四

年
）

福
岡

憲
助
（
ふ
く
お
か

け

ん
す
け
）

川
西
町
在
住
。

平
成
二
十
三
年
度
各
会
計
予
算

案
十
三
件
の
審
査
を
行
う
た
め
、

三
月
八
日
の
本
会
議
で
全
議
員
で

構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
委

員
長

長
野
良
三
、
副
委
員
長

森
し
ず
か
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
予
算

案
を
三
つ
の
分
科
会
に
分
割
し
て

詳
細
に
審
査
し
ま
し
た
。

十
七
日
の
委
員
会
で
は
、
各
予

算
案
に
対
す
る
討
論
・
表
決
を
行

い
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
で

予
算
特
別
委
員
会
で

年
度
予
算
案
を
審
査

年
度
予
算
案
を
審
査

芦
屋
駅
南
整

備
事
業
に
つ
い
て
は

環
境
の
変
化
に
迅
速

に
対
応
し
こ
れ
ま
で

に
要
し
た
事
業
費
が

無
駄
に
な
ら
な
い
よ

う
取
り
組
む
べ
き
。

市
民
病
院
に
つ
い
て

は
、
来
年
四
月
に
新

病
棟
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
利
便
性

の
よ
い
安
全
か
つ
良
質
な
診
療
を

目
指
し
て
万
全
態
勢
で
臨
む
べ
き
。

ま
た
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認

要
件
と
な
る
患
者
の
紹
介
率
と
逆

紹
介
率
を
高
め
る
た
め
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
の

か
は
と
て
も
大
切
な
問
題
だ
。
人

権
行
政
に
つ
い
て
は
、
担
当
職
員

体
制
の
充
実
と
職
員
研
修
の
参
加

率
の
向
上
を
目
指
し
条
件
整
備
を
。

人
事
案
件

人
事
案
件

施
政
方
針
に
対
し
て

会
派
か
ら
ひ
と
こ
と

施
政
方
針
に
対
し
て

会
派
か
ら
ひ
と
こ
と

創政クラブ

公 明 党

新 社 会 党

イ ー ブ ン

日本共産党

陳情

番号
件 名

審査を行った

委 員 会
結 果

の参加に反対する

陳情

総 務

常任委員会

結論を

得ず

（２／ ）

※議案番号欄 議提 とあるのは、議員提出議案。

議案番号 件 名 結 果

市

長

提

出

議

案

２

３

４

５

６

７

８

９

固定資産評価審査委員会委員の選任

年度一般会計補正予算（第５号）

年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）

年度公共用地取得費特別会計補正予算（第２号）

年度市都市再開発事業特別会計補正予算（第１号）

年度老人保健医療事業特別会計補正予算（第２号）

年度宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）

年度病院事業会計補正予算（第２号）

市立潮芦屋交流センターの指定管理者の指定

文化交流施設整備工事等委託契約の締結についての議決事

項の変更

外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に

関する条例の一部改正

一般職の給与条例の一部改正

特別会計条例の一部改正

市立公民館設置条例の一部改正

歯科センターの管理に関する条例の一部改正

清潔で安全・快適な生活環境の確保に関する条例の一部改

正

福祉医療費の助成に関する条例の一部改正

市立みどり地域生活支援センターの設置及び管理に関する

条例の一部改正

市立くすのきデイ・ケアセンターの設置及び管理に関する

条例の全部改正

国民健康保険条例の一部改正

都市公園条例の一部改正

年度一般会計予算

年度国民健康保険事業特別会計予算

年度下水道事業特別会計予算

年度公共用地取得費特別会計予算

年度都市再開発事業特別会計予算

年度駐車場事業特別会計予算

年度介護保険事業特別会計予算

年度宅地造成事業特別会計予算

年度後期高齢者医療事業特別会計予算

年度打出芦屋財産区共有財産会計予算

年度三条津知財産区共有財産会計予算

年度病院事業会計予算

年度水道事業会計予算

民事調停事件に係る調停案の受諾について

教育委員会委員の任命

同 意（２／ ）

可 決（３／７）

可 決（３／７）

可 決（３／７）

可 決（３／７）

可 決（３／７）

可 決（３／７）

可 決（３／７）

可 決（３／７）

可 決（３／７）

可 決（３／７）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

可 決（３／ ）

同 意（３／ ）

議

提

市総合計画の策定と運用に関する条例の制定

東北地方太平洋沖地震に関する決議

継続審査（３／ ）

可 決（３／ ）

東北地方太平洋沖地震に関する決議
去る３月 日に発生した東北地方太平洋沖地震によりお亡くなりにな
られた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災された皆様に
心からお見舞い申し上げます。
今回の地震は、東北地方を中心に広い範囲で、強い揺れや目を疑うよ

うな巨大な津波により、一瞬にして多くの尊い人命が奪われ、行方不明
者をもたらした。さらに、家屋の流失やライフラインの壊滅的な被害を
はじめ、福島第一原発の重大事故をももたらす未曾有の大災害となった。
この惨状は、 年前、阪神・淡路大震災により甚大な被害を受け、寒
空に投げ出された本市にとって、当時の記憶とも重なり決して他人事と
は思われない。あの時、今回の被災地を含む全国からの支援をいただい
た芦屋市民を代表して、今後できる得る限りの支援を継続していくこと
を決意する。
いまだ被害の全貌すらつかめない中で、その影響は被災地のみならず

国民生活全般にも及ぼうとしている。国におかれては、その全力を挙げ
て被災者の救済並びに被災地の復旧に向けて、財政的な支援も含め、万
全の対策を講じるよう強く要請する。
このたびの被災地の早期の復旧・復興を心から念願する。
以上、決議する。

芦 屋 市 議 会


